
月月生生ままれれののわわんんぱぱくくちちゃゃんん
osakikamijima

平成平成

まちの人口（ 月末現在）男 人 女 人 合計 人 世帯数 世帯

大崎上島町平成 年度当初予算
願いひとつ、かたちいろいろ
──町のシンボルマークが決まりました
人権の視点

安全の願いひとつ、かたちいろいろ
──交通安全テント村他
ヘルシー愛ランド（健康のページ）
島のニュース
いろいろお知らせのページ
今月生まれのわんぱくちゃん



町税          　　 1,903,040

分担金・負担金、�
使用料・手数料　　　 172,353

財産収入、寄付金、諸収入�
　　　　        　　 124,379

繰入金　        　　 296,839

その他　　　　　 　　212,972

地方交付税　  　　 2,330,000

国・県支出金　　 　  1,517,242

地方債　      　 　1,926,700

自
主
財
源�

依
存
財
源�

大
崎
上
島
町
と
し
て
初
め
て
の
予
算
が
決
ま
り
ま
し
た
。
新
町
建
設
計
画

に
沿
っ
て
、

旧
町
事
業
の
継
続
性
を
尊
重
す
る
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
内

の
事
業
展
開
に
支
障
が
生
じ
な
い
こ
と
、

合
併
協
議
会
で
議
論
さ
れ
た
事

項
等
、
住
民
に
対
す
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
低
下
し
な
い
こ
と
を
基
本
に
編
成

し
ま
し
た
。
本
予
算
の
成
立
に
よ
り
、

月
か
ら
執
行
し
て
い
る
暫
定
予
算

は
な
く
な
り
ま
し
た
。
対
前
年
比
（
旧

町
合
計
額
）

・

％
増
。

豊かな自然環境を活かし、
多くの人々が訪れる

交流のまちづくり
・産業祭開催費
・イベント開催・助成費
・大串キャンプ場周辺施設管理運営費

美しく住みよいまちづくり

域への光ファイバ網整備）
・大崎上島交通問題協議会運営事業
・防犯灯管理費
・交通安全対策費（カーブミラー等）

・消防施設整備費（防火水槽整備等）

・小型合併処理浄化槽設置補助金

・町道整備改良事業（ 路線）

多く

・
・
・

豊か
多くの

美し

・
・
・

・

・

・

・地域情報交流基盤整備事業（町内全

町税
町民の皆さんから納めていただく税
金や会社の法人税など。
分担金・負担金
特定の事業に要する分担金・負担金
や補助金。
使用料・手数料
公共施設の使用料、住民票などの交
付手数料。
財産収入
各種基金利子、財産を貸付けたお金。
諸収入
預金利子や町が融資した貸付金の返
済金など。
繰入金
各種基金などから一般会計へ繰り入
れたお金。
地方交付税
国の所得税、法人税、酒税などを一
定割合で町の財政需要に応じて一定
の基準に基づき、国から交付される
お金。
国庫・県支出金
事業を行うための国や県からの負担
金。
地方債
事業を行うために借り入れるお金
その他
地方譲与税、自動車重量譲与税、利
子割交付金などのお金。

（
平
成

）年
度

予
算
が
決
ま
り
ま
し
た

歳入総額 億 万 千円歳入総額 億 万 千円

・急傾斜地崩壊対策事業（ 地区）

人をはぐくみ、いきいきと
暮らせる教育と文化のまちづくり

・まちづくり振興基金積立金
・地区活動育成助成費
・若者定住、リーダー育成事業
・コミュニティ推進費
・地域間交流事業
・生涯教育推進費
・家庭教育推進費
・ （パソコン）講習開催費
・文化財保存団体育成助成費
・人権対策費
・人権教育推進費

新町の行財政運営の推進

・新町開所式事業
・情報化推進事業（電算システムの統
合等）

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

人をは
暮

・

・
・

新町
・町章選定事業費



議会費 　　　　　 　163,665
総務費 　　　　 　1,610,681

民生費 　　　　 　1,223,781

衛生費 　　　 　　　793,481

農林水産業費 　 　　1,079,372

消防費　　　　　 　 316,472

教育費　　　　 　　 666,927

公債費　　　　　  1,234,401

目
的
別
内
訳�

その他 　　　　 　　 22,184

商工費 　　　 　　　117,178

土木費 　　　　 　1,255,383

①�

②�

③�
④�

⑤�

⑥�

⑦�

⑧�

誰もが安心して暮らせる
健康と福祉のまちづくり

・子育て支援事業費
・放課後児童対策費
・高齢者生きがい対策事業
・介護予防 生活支援事業等
・予防接種事業
・各種検（健）診 予防対策推進事業

活発で働く場に恵まれ、
若者が定着する産業のまちづくり

・中山間地域等直接支払交付金

・草木地区農地保全事業
・農道整備事業（ 路線）
・有害鳥獣駆除対策費
・林道整備事業（ 路線）
・並型魚礁整備事業
・漁業集落環境整備事業
・商工業振興対策費

・

・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・

誰も

活発で
若

国民健康保険事業 億 万 千円

介護保険事業 億 万 千円

老人保健事業 億 万 千円

簡易水道事業 億 万 千円

公共下水道事業 億 万 千円

農業集落排水事業 億 万 千円

漁業集落排水事業 億 万 千円

港湾管理 万 千円

漁港管理 万 千円

住宅新築資金等貸付事業 万 千円

開発事業 千円

交通事業 万 千円

干拓地管理 万 千円

国民健康保険事業 億 万 千円

介護保険事業 億 万 千円

老人保健事業 億 万 千円

簡易水道事業 億 万 千円

公共下水道事業 億 万 千円

農業集落排水事業 億 万 千円

漁業集落排水事業 億 万 千円

港湾管理 万 千円

漁港管理 万 千円

住宅新築資金等貸付事業 万 千円

開発事業 千円

交通事業 万 千円

干拓地管理 万 千円

歳出予算の性質別内訳

主

要

事

業

（
単
位

千
円
）

主

要

事

業

（
単
位

千
円
）

特

別

会

計

（
単
位

千
円
）

特

別

会

計

（
単
位

千
円
）

人件費
議員、各種委員、特別職、一
般職員に支払う給料など。
物件費・維持補修費
消耗品、業務委託料、修繕費
など。
扶助費
児童、高齢者など、福祉の向
上に使うお金。
補助費等
各種事業への補助金など。
普通建設事業費
道路の整備、公共施設などの
建設に使うお金。
公債費
事業を行うために借りたお金
の償還金。
繰出金
特別会計や基金へ繰り出すお
金。
その他
各種基金への積立金など。

（特別会計を含む・ 年度当初）
千円

地方債
基金

（特別会計を含む・ 年度当初）
千円

地方債
基金

地方債・基金残高

人件費

物件費・維持補修費

扶助費

補助費等

普通建設事業費

公債費

繰出金

その他

歳出総額 億 万 千円歳出総額 億 万 千円



シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
（
町
章
）

最
優
秀
は
松
岡
秀
夫
さ
ん
（
山

形
市
在
住
）。
選
定
の
理
由

応

募
作
品
の
中
で
は
突
出
し
て
現
代

的
な
感
覚
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
る
。

飛
翔
・
未
来
へ
の
ス
テ
ッ
プ
を
イ

メ
ー
ジ
し
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
発

展
す
る
大
崎
上
島
の
シ
ン
ボ
ル
と

し
て
ふ
さ
わ
し
い
。
ま
た
、
シ
ン

プ
ル
な
デ
ザ
イ
ン
と
い
う
こ
と
も

よ
い

ほ
か
に
優
秀
作
品
と
し
て
、

井
口
や
す
ひ
さ
さ
ん
（
東
京
都
）、

大
野
雄
次
さ
ん
（
神
戸
市
）、
万

徳
恵
理
香
さ
ん
（
木
江
小
学
校

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
（
町
章
）

年
）、
小
島
愛
美
さ
ん
（
東
野
中

学
校

年
）、

閑か
ん

社し
ゃ

和

也
さ
ん

（
大
崎

海
星
高

校年
）
の

作
品
が

選
ば
れ

ま
し
た
。

正
式
な
町
章
は
、

月

日
の

合
併
記
念
式
典
で
発
表
さ
れ
ま
す
。

町
の
木
は
、
み
か
ん

応
募
数
が
飛
び
抜
け
て
多
く
、

子
ど
も
か

ら
高
齢
者

ま
で
大
崎

上
島
と
い

え
ば
み
か

ん
と
い
う

強
い
イ

町
の
木
は
、
み
か
ん

メ
ー
ジ
が
あ
る
こ
と
が
伺
い
知
れ

ま
す
。
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
の
作
品

モ
チ
ー
フ
と
し
て
も
多
く
使
わ
れ

て
い
ま
し
た
。

町
の
花
は
、
パ
ン
ジ
ー

三さ
ん

色し
き

ス
ミ
レ
と
も
呼
ば
れ
、

町
合
併
の
象

徴
と
も
な
る

こ
と
。
色
・

形
の
愛
ら
し

さ
に
加
え
て

呼
び
名
の
か
わ
い
ら
し
さ
、
ま
た

子
ど
も
た
ち
の
多
く
が
希
望
し
て

い
る
点
も
選
定
の
ポ
イ
ン
ト
と
な

り
ま
し
た
。

選
定
は
、
デ
ザ
イ
ン
専
門
家
山

下
新
治
さ
ん
と
町
内
の
有
識
者
合

わ
せ
て

人
で
構
成
さ
れ
た
選
定

委
員
会
が
行
い
ま
し
た
。
山
下
さ

ん
は
、
日
本
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ

イ
ナ
ー
協
会
会
員
。
セ
ン
ト
ラ
ル

デ
ザ
イ
ン
ア
ソ
シ
エ
ー
ツ
主
宰
、

広
島
市
在
住
。

応
募
数（
人
数
）

町
章

作
品
（

人
）

町
の
木

種
類
（

人
）

町
の
花

種
類
（

人
）

町
の
花
は
、
パ
ン
ジ
ー

広
島
放
送
局
の
ス
タ
ッ

フ
が
指
導
し
、
実
際
に
放
送
局
で

も
使
わ
れ
て
い
る
機
材
を
使
っ
て
、

町
の
児
童
・
生
徒
が
番
組
を
作
り

ま
す
。
ご
自
由
に
見
学
で
き
ま
す
。

と
き月

・

日

午
前

時

分

午
後

時

分

西
野
小
、
中
野
小
、
木
江
小
、
東

野
小
の

・

年
生

月

日

午
前

時

分

午
後

時

分

大
崎
中
、
木
江
中
、
東
野
中

と
こ
ろ

大
崎
上
島
文
化
セ
ン
タ
ー

問
合
せ
先広

島
放
送
局

キ
ッ
ズ
ス
タ
ジ
オ

大
崎
上
島

町

係

主
催

広
島
放
送
局

共
催

町
教
育
委
員
会

あ
な
た
も
番
組
を

作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

月

日

午
後

時

午
後

時

実
際
に
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
や
カ
メ

ラ
マ
ン
の
役
割
を
し
な
が
ら
番
組

作
り
を
体
験
で
き
る
楽
し
い
イ
ベ

ン
ト
を
行
い
ま
す
。
ど
な
た
で
も

参
加
で
き
ま
す
。

広
島
発

ラ
ジ
オ
深
夜
便

放
送
予
定
日

月

日

日

午
後

時

分

午
前

時

（
ラ
ジ
オ
第

放
送
）

午
前

時

午
前

時

（

同
時
放
送
）

放
送
日
時
は
変
更
に
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

午
前

時
台

ラ
ジ
オ
深
夜
便
の

つ
ど
い

大
崎
上
島
町
か
ら

月

日
収
録
の

ア
ン

カ
ー
を
囲
む
つ
ど
い

の
模
様

を
紹
介
。

午
前

時
台

こ
こ
ろ
の
時
代

わ
が
ス
カ
ウ
ト
人
生

月

日
収
録
の
こ
こ
ろ
の

時
代
講
演
会
の
模
様
を
紹
介
。

ラ
ジ
オ
深
夜
便

町
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
が
、
決
ま
り
ま
し
た
。

町
章
、
町
の
木
、
花
が
決
ま
り
ま
し
た
。
町
の
内
外
か
ら
、
幅
広
い
年

齢
層
か
ら
た
く
さ
ん
の
ご
応
募
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

町
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
が
、
決
ま
り
ま
し
た
。

お
出
か
けキ

ッ
ズ
ス
タ
ジ
オ

大
崎
上
島
町

情情
報報
ププ
ララ
ザザ
・・
エエ
ルル

月月 日日 月月 日日のの休休館館日日

飛翔・未来へのステップをイ
メージ と山下新治選定委員長



い
っ
ぽ
ん
桜

山
本
一
力

い
ち
り
き

真
相

横
山
秀
夫

い
つ
も
心
に
あ
り
が
と
う中

島
啓
江

け
い
こ

ア
タ
ラ
シ
イ
恋
人

由
富

よ
し
と
み

サ
リ
ー

不
安
の
力

五
木

い
つ
き

寛
之

ひ
ろ
ゆ
き

か
び

山
本
甲
士

こ
う
し

が
ん
と
一
緒
に
ゆ
っ
く
り
と

絵
門

え
も
ん

ゆ
う
子

勝
海
舟

上
・
下

津
本
陽

子
ど
も
の
能
力
は

食
べ
方

で

決
ま
る

西
村
一
郎

廃
用
身

は
い
よ
う
し
ん

久
坂
部

く
さ
か
べ

羊よ
う

情
報
プ
ラ
ザ
・
エ
ル

情
報
プ
ラ
ザ
・
エ
ルは休館日（月末は館内整理日）

開館時間は

月 日 月 日の休館日月 日 月 日の休館日

日 月 火 水 木 金 土日 月 火 水 木 金 土ひ
ま
わ
り
会
の

絵
本
よ
み
か
た
り
会

日

時

分

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の

推
進
に
貢
献

常
本
清
和
さ
ん
（
東
野
）
が
広

島
県
体
育
指
導
委
員
協
議
会
よ
り

功
労
者
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。
ま

た
、
次
の
方
々
に
感
謝
状
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。
蒔
田
俊
夫
さ
ん
（
東

野
）
田
中
康
文
さ
ん
（
東
野
）
浜

田
光
秀
さ
ん
（
東
野
）
平
本
征
子

さ
ん
（
東
野
）
藤
原
利
治
さ
ん
（
木

江
）
浜
田
始
さ
ん
（
木
江
）

町
で
は

人
の
体
育
指
導
委
員

が
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
推
進
の
た
め
、

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
や
子
ど

も
た
ち
の
ス
ポ
ー
ツ
指
導
に
あ

た
っ
て
い
ま
す
。
会
長
は
松
浦
清

さ
ん
（
東
野
）。

常本
つねもと

清和さん

アイランズカップ
ウェブに乗る

月 日 、大串海水浴場
に、全国から水上バイクのラ
イダーが集いました。ビーチ
での交流も楽しいこの大会の
模様は、島内に整備された光
ファイバー網を利用して、イ
ンターネット上でウェブ配信
しました。 時間にわたる耐
久レースの臨場感を同時中継
で伝えることができました。

アイラ
ウェブ

町
長
さ
ん
、
医
療
の
こ
と
、
福
祉
の
こ
と
、
交
通
の

こ
と
、
若
い
人
も
住
み
や
す
い
町
づ
く
り
を
お
願
い

し
ま
す
。

女
性
の
力
を
町
づ
く
り
の
場
で
も
っ
と
発
揮
し
て
い

た
だ
き
た
い
で
す
ね
。
い
ろ
い
ろ
な
決
め
ご
と
の
場

に
も
参
加
・
参
画
を
し
て
。

東
野
公
民
館
女
性
教
室

東
野
公
民
館
女
性
教
室

月

日

、
東
野
文
化
セ
ン

タ
ー
で
平
成

年
度
第

回
の
女

性
教
室
（
東
野
公
民
館
主
催
）
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
（
主
旨
は

世
紀
に
お
い
て
、
女
性
の
自

立
を
促
進
す
る
と
と
も
に
地
域
社

会
に
参
画
す
る
人
づ
く
り
、
今

年
度
は

人
が
登
録
）

大
崎
上

島
町
町
政
に
つ
い
て

を
テ
ー
マ

に
藤
原
町
長
の
講
演
の
の
ち
、
質

疑
応
答
で
は
活
発
な
意
見
が
交
わ

さ
れ
、
女
性
た
ち
の
町
政
へ
の
関

心
の
高
さ
が
伺
い
知
れ
ま
し
た
。

町
長
、
語
る

合
併
の
形
式
の
中
で
も
、
旧
町

の
わ
が
ま
ま
が
言
え
る
の
が
対
等

合
併
で
す
。
と
は
い
え
す
べ
て
が

思
い
通
り
と
は
い
き
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
決
ま
っ
た
以
上
は
そ
れ
を

よ
し
と
し
て
最
善
を
尽
く
さ
ね
ば

な
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
に
と
っ
て

幸
い
な
の
は
、
島
が
ひ
と
つ
と
い

う
共
通
項
に
立
て
る
こ
と
で
す
。

合
併
に
よ
っ
て
旧
町
の
ど
こ
も

さ
び
れ
た
と
い
う
こ
と
の
な
い
よ
う

に
、そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
特
性
を
持

た
せ
、東
野
は
行
政
の
、大
崎
は
教

育
文
化
の
、木
江
は
福
祉
の
拠
点
と

し
て
発
展
を
図
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

町
づ
く
り
は
新
町
建
設
計
画
に

沿
っ
て
行
い
ま
す
が
、
国
や
県
か

ら
の
財
政
支
援
は
あ
ま
り
期
待
で

き
な
い
時
代
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

必
要
な
も
の
を
厳
選
し
方
法
を
探

す
、
知
恵
を
働
か
せ
、
力
を
合
わ

せ
る
。
こ
の
町
に
合
っ
た
か
た
ち

を
住
民
と
行
政
と
で
つ
く
り
あ
げ

て
い
く
こ
と
が
大
切
と
な
っ
て
き

ま
し
た
。
そ
れ
が
可
能
な
土
壌
は
、

す
で
に
あ
る
と
私
は
思
う
の
で
す
。

こ
の
た
め
、
職
員
に
は
町
民
の

皆
さ
ん
の
声
に
耳
を
傾
け
る
、
誠

意
を
持
っ
て
応
え
る
な
ど
、
信
頼

さ
れ
る
関
係
づ
く
り
に
努
め
る
よ

う
折
り
に
触
れ
て
伝
え
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
も
他
の
地
域
の
人
た
ち

と
交
流
を
し
て
学
び
合
い
、
ま
た

目
標
に
向
か
っ
て
と
も
に
行
動
さ

れ
る
こ
と
も
よ
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。



男
女
共
同
参
画
社
会
の

実
現
へ
向
け
て
…
女
性
の
人
権

男
は
仕
事
、
女
は
家
庭

？

男
は
仕
事
、
女
は
家
庭

と

い
う
言
葉
を
聞
い
た
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。
日
本
国
憲
法
が
男
女

同
権
・
平
等
を
定
め
て
か
ら
半
世

紀
以
上
経
過
し
て
い
ま
す
が
、
た

と
え
ば
国
会
や
地
方
議
会
の
議
員

は
、
圧
倒
的
に
男
性
議
員
で
占
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
背
景

に
は
、

寿
（
結
婚
）
退
社

を

あ
た
り
ま
え
の
こ
と
と
考
え
る
企

業
社
会
の
慣
行
や
慣
習
、
家
庭
の

中
で
の

家
事
や
育
児
、
介
護
は

女
の
仕
事

と
い
う
固
定
的
な
役

割
分
担
を
あ
た
り
ま
え
と
す
る
、

女
性
に
対
す
る
差
別
的
な
考
え
方

が
あ
る
の
で
す
。

男
は
こ
う
あ

る
べ
き
、
女
ら
し
さ
は
こ
う
だ

と
い
う
の
は
、
時
代
や
地
域
に

よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う

に
、
文
化
的
・
社
会
的
に
つ
く
ら

れ
た
男
女
の
区
別
は

ジ
ェ
ン

ダ
ー

と
呼
ば
れ
ま
す
が
、
私
た

ち
の
日
常
生
活
の
中
に
も
ま
だ
ま

だ
根
強
く
残
っ
て
い
ま
す
。

女
同
権
・
平
等
の
社
会
を
築
い
て

い
こ
う
と
い
う
の
が

男
女
共
同

参
画
社
会
の
形
成
促
進
政
策

で

す
。

（
平
成

）
年
に

推
進
本
部
が
設
置
さ
れ
、
そ
の
後
、

国
内
行
動
計
画
（
男
女
共
同
参
画

年
プ
ラ
ン
）
や
育
児
・

介
護
休
業
制
度
な
ど
が
作
ら
れ
ま

し
た
。
さ
ら
に

（
平
成

）
年
に
は

男
女
共
同
参
画
社

会
基
本
法

が
施
行
さ
れ
、

（
平
成

）
年

月
に
は
、

こ
の
法
に
基
づ
き

男
女
共
同
参

画
基
本
計
画

が
閣
議
決
定
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
計
画
で
は
、

政

策
方
針
決
定
過
程
へ
の
女
性
の
参

画
拡
大

雇
用
等
の
分
野
に
お

け
る
男
女
の
均
等
な
機
会
と
待
遇

の
確
保

な
ど
、

の
重
点
目
標

が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

（
平
成

）
年

月

に
は
内
閣
府
に
男
女
共
同
参
画
局

が
置
か
れ
、
男
女
共
同
参
画
を
担

当
す
る
特
命
担
当
大
臣
も
任
命
さ

れ
ま
し
た
。（
次
号
に
つ
づ
く
）

（

人
権
教
育
啓
発
推
進
セ
ン

タ
ー
資
料
か
ら
）

人
権
は
な
ぜ
大
切
か

人
権
は
な
ぜ
大
切
か

ここんんににちちはは 大大崎崎海海星星高高校校でですす

国
連
の
取
組
・
日
本
の
取
組

世
界
人
権
宣
言
や
日
本
国
憲
法

は
、
男
女
の
同
権
・
平
等
を
定
め

て
い
ま
す
。
同
じ
人
間
な
の
で
す

か
ら
、
性
に
よ
る
差
別
は
あ
っ
て

は
な
ら
な
い
こ
と
で
す
。
と
こ
ろ

が
、
政
治
参
加
、
国
籍
、
法
律
上

の
地
位
、
教
育
、
労
働
、
日
常
生

活
の
中
の
伝
統
的
な
男
女
役
割
分

担
の
考
え
方
な
ど
、
様
々
な
場
面

で
な
お
も
差
別
が
存
在
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
国
連
は
、

（
昭
和

）
年
に

女
子
に
対
す

る
あ
ら
ゆ
る
形
態
の
差
別
の
撤
廃

に
関
す
る
条
約

（
女
性
差
別
撤

廃
条
約
）、

（
平
成

）

年
に
は
こ
の
条
約
の
選
択
議
定
書

を
採
択
し
、
こ
う
し
た
性
に
よ
る

差
別
を
な
く
す
こ
と
を
求
め
て
い

ま
す
。
ま
た
、
国
連
は

年
ご
と

に

世
界
女
性
会
議

を
開
催
し

て
お
り
、

（
平
成

）

年

月
に
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で

女
性

年
会
議

世

紀
に
向
け
て
の
男
女
平
等
・
開

発
・
平
和

が
開
か
れ
ま
し
た
。

日
本
の
取
組
と
し
て
、
真
の
男

平
和
公
園
に
燃
え
続
け
る

平

和
の
火

を
ト
ー
チ
に
採
り
、
県

内
を
走
り
つ
ぐ
反
核
平
和
の
火
リ

レ
ー
は

年
に
始
ま
り
ま

し
た
。
今
年
は
第

回
。

月

日

朝
、
平
和
の
火

は
、
東
野
・
白
水
港
に
上
陸
し
本

庁
舎
前
を
午
前

時
に
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。
出
発
に
あ
た
り
、
藤

原
町
長
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る

町
づ
く
り
の
基
本
と
な
る
の
が
平

和
で
す
。
大
切
な
平
和
を
共
に

守
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う

と
励
ま

し
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。
平
和

へ
の
願
い
を
掲
げ
、
大
崎
上
島
・

下
島
を
総
勢

人
の
ラ
ン
ナ
ー
が

走
り
つ
ぎ
ま
し
た
。
主
催
は
平
和

友
好
祭
大
崎
地
区
実
行
委
員
会

反
核
平
和
の
火
、
大
崎
上
島
町
へ

月 日 ひがしの住吉祭
歌謡ショー第 部 ティアラ
歌謡ショー第 部 多岐川舞子
住吉祭・櫂伝馬競漕・御供船還御、花火

月 日 おおさきサマーフェスティバル
魚のつかみどり、カヌートライアスロンなど
なぎ太鼓の演奏、盆踊り、海上花火
歌謡ショー 金田たつえ

詳しくはチラシでお知らせします。

月 日 ひがしの住吉祭

月 日 おおさきサマーフェスティバル



本
校
は
、
社
団
法
人
栄
養
改

善
普
及
会
主
催
（
後
援
・
文
部

科
学
省
他
）
の

平
成

年
度

（
第

回
）
高
校
生
に
よ
る
食

生
活
改
善
研
究
推
進
校

に
選

ば
れ
ま
し
た
。
全
国

校
の
う

ち
の

校
に
、
で
す
。

研
究
は
、
課
題
研
究
で
家
庭

科
の
授
業
を
選
択
し
た

年
生

を
中
心
に
進
め
て
い
ま
す
。
最

初
に
、
全
校
生
徒
・
教
職
員
・

保
護
者
・
地
域
の
方
を
対
象
に
、

食
生
活
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し

ま
し
た
。

朝
食
を
食
べ
よ
う

調
査
か
ら
、
本
校
生
の

％

が
朝
食
を
取
ら
ず
に
登
校
し
て

い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

夜
更
か
し
と
間
食
で
、
朝
食

が
食
べ
ら
れ
な
い
。
そ
の
た
め
、

早
弁
や
ジ
ュ
ー
ス
、
飴
な
ど
の

間
食
。
昼
食
用
の
弁
当
は
、
早

朝
食
を
食
べ
よ
う

弁
で
朝
食
が
わ
り
。
だ
か
ら
昼

食
は
、
カ
ッ
プ
麺
や
ス
ナ
ッ
ク

菓
子
で
済
ま
せ
る
。

こ
れ
で

は
、
砂
糖
・
油
・
塩
分
・
炭
水

化
物
な
ど
の
過
剰
摂
取
で
、
生

活
習
慣
病
（
成
人
病
）
に
。

麦
茶
を
学
校
に

ジ
ュ
ー
ス
（
清
涼
飲
料
水
）

を
毎
日
飲
む
生
徒
が

％
。
特

に
、
一
日
に

本

本
飲
ん

で
い
る
生
徒
も
た
く
さ
ん
い
ま

す
。
お
金
が
か
か
る
だ
け
で
な

く
、
砂
糖
の
過
剰
摂
取
に
よ
り
、

カ
ル
シ
ウ
ム
の
吸
収
が
悪
く
な

り
ま
す
。
身
体
が
疲
れ
や
す
く
、

根
気
が
続
か
ず
、
俗
に
キ
レ
や

す
く
な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

朝
食
を
き
ち
ん
と
取
る
、

ジ
ュ
ー
ス
を
控
え
て
麦
茶
を
飲

む
、
な
ど
の
食
生
活
改
善
が
大

切
で
す
。

麦
茶
を
学
校
に

こんにちは 大崎海星高校ですこんにちは 大崎海星高校です

全
国
研
究
推
進
校
に

食
生
活
改
善
研
究
活
動

広
島
商
船
高
専
は
、
環
境
活
動
の
一
環

で
あ
る

大
崎
上
島
ク
リ

ン
・
ア
ッ
プ

活
動

と
し
て
、
海
友
会
（
海
や
船
に
つ

い
て
学
ぶ
学
生
同
好
会
）
の
学
生
が
中
心

と
な
り
、
海
開
き
を
一
ヵ
月
後
に
控
え
た

月

日

に
島
内
の
大
串
海
岸
の
清
掃

を
実
施
し
た
。

自
転
車
に
乗
り
海
岸
に
集
合
し
た
学
生

た
ち
は
、
汗
だ
く
に
な
り
な
が
ら
、

余
り
の
広
大
な
海
岸
の
ほ
ぼ
全
域
の
ゴ
ミ

を
収
集
し
た
。

収
集
し
た
ゴ
ミ
は
、
貝
類
の
養
殖
に
使

用
す
る
パ
イ
プ
状
の
プ
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
や

ブ
イ
と
し
て
使
用
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る

発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
が
目
立
っ
た
。
ま
た
、

の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
が
消
波
ブ

ロ
ッ
ク
の
隙
間
で
大
量
に
発
見
さ
れ
、
自

然
の
中
で
の
レ
ジ
ャ
ー
に
お
け
る
マ
ナ
ー

の
大
切
さ
が
改
め
て
認
識
さ
れ
た
。

夏
を
前
に
海
岸
清
掃

広
島
商
船
高
専

月

日

、
三
原
市
内
の

中
学
校
で
、
総
合
学
習
の
時
間

を
利
用
し
て
、
広
島
商
船
高
専

の
授
業
の
一
部
を
紹
介
す
る

出
前
授
業

を
実
施
し
た
。

授
業
は
、
各
学
科
そ
れ
ぞ
れ

の
特
徴
を
生
か
し
、
商
船
学
科

は

手
づ
く
り
自
動
車
に
乗
っ

て
考
え
る
石
油
、
電
子
制
御

工
学
科
は

ロ
ボ
ッ
ト
操
作

科
学
実
験
、
流
通
情
報
工
学

科

エ
コ
ロ
ジ
ー
工
場
・
経
営

戦
略

の
内
容
で
、
計

講
座

を
本
校
の
教
官
が
行
っ
た
。

授
業
を
受
け
た

年
生
に
は
、

卒
業
後
の
進
路
に
大
変
有
意
義

で
あ
っ
た
と
好
評
を
得
た
。

三
原
で
出
前
授
業



交
通
安
全
テ
ン
ト
村

月

日

、
夏
の
交
通
安
全

運
動
初
日
と
し
て
、
中
野
・
片
浜

区
で
交
通
安
全
テ
ン
ト
村
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
木
江
警
察
署
、
木
江

地
区
交
通
安
全
協
会
、
木
江
マ
リ

ン
レ
デ
ィ
ー
ス
、大
崎
セ
ー
フ
テ
ィ

レ
デ
ィ
ー
ス
、
女
性
会
連
合
会
大

崎
支
部
、
町
行
政
な
ど
が
参
加
。

開
村
式
で
は
、

お
互
い
が
交

通
事
故
の
当
事
者
に
な
る
ま
い

町
内
の
交
通
事
故
を
少
し
で
も

減
ら
そ
う

と
誓
い
合
っ
た
後
、

気
を
つ
け
て

横
断
旗
プ
レ
ゼ
ン
ト

月

日

、
交
通
安
全
協
会

大
崎
支
部
か
ら
横
断
旗
が
寄
付
さ

れ
、
大
崎
地
域
の
通
学
路
の
横
断

歩
道
数
箇
所
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

通
学
中
の
児
童
の
事
故
防
止
に

つ
な
が
れ
ば

と
同
支
部
長
の
樽

本
孝
博
さ
ん
。

月

日

、
本
庁
舎
前
（
東

野
）
で
ル
ン
ビ
ニ
幼
稚
園
園
児
と

保
護
者
の
皆
さ
ん
が
、
七
夕
祭
り

に
ち
な
ん
で

安
全
運
転
を

と

通
行
中
の
ド
ラ
イ
バ
ー
に
呼
び
か

け
ま
し
た
。
園
児
ひ
と
り
ひ
と
り
、

思
い
思
い
の
願
い
事
が
た
っ
ぷ
り

と
書
か
れ
た
短
冊
や
美
し
い
飾
り

の
施
さ
れ
た
大
き
な
笹
竹
を
運
ぶ

の
は
お
父
さ
ん
・
お
母
さ
ん
方
。

同
幼
稚
園
の
夏
の
恒
例
行
事
で
す
。

保
名
満
さ
ん（
中
野
・
原
下
区
）

が
、
少
年
補
導
協
助
員
と
し
て
多

年
に
わ
た
っ
て
少
年
の
非
行
防
止

と
健
全
育
成
に
功
労
し
た
と
し
て

広
島
県
警
察
本
部
長
お
よ
び
広
島

県
少
年
補
導
協
助
員
連
絡
協
議
会

連
合
会
よ
り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

（
広
島
県
内
で

人
、
木
江
警
察

署
管
内

人
）。

少
年
の
非
行
防
止
に
力保名

やすな

満
みつる

さん

月

日

、
大
崎
上
島
消
防

署
に
よ
る
潜
水
訓
練
が
、
木
江
・

野
賀
海
水
浴
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

空
気
ボ
ン
ベ
の
ほ
か
水
中
で
の
浮

力
調
整
を
す
る
た
め
に
鉛
の
ベ
ル

ト
を
身
に
つ
け
て
、
水
深

ま

で
潜
り
ま
す
。
出
動
の
要
請
が

あ
っ
た
と
き
に
は
い
つ
で
も
、
水

中
で
自
由
自
在
に
行
動
し
迅
速
な

救
助
活
動
が
で
き
る
よ
う
、
冬
期

を
含
め
年
数
回
の
訓
練
を
行
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
水
中
と
地
上
と

の
交
信
機
の
テ
ス
ト
も
併
せ
て
行

い
ま
し
た
。
こ
の
日
の
参
加
は

人
。
い
ず
れ
も
潜
水
士
の
資
格
取

得
者
で
す
。

い
ざ
と
い
う
と
き
に
備
え
て

大
崎
上
島
消
防
署
が
潜
水
訓
練

通
勤
中
の
ド
ラ
イ
バ
ー
に

安
全

運
転
で
行
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い

と

呼
び
か
け
ま
し
た
。

七
夕
さ
ま
、
い
ろ
い
ろ
お
ね
が
い
あ
り
ま
す
が
、

う
ん
て
ん
す
る
ひ
と
、
あ
ん
ぜ
ん
う
ん
て
ん
を
。



イ
ノ
シ
シ
の
被
害
は
数
年
前
か

ら
島
全
域
で
深
刻
に
な
り
始
め
、

柑
橘
や
野
菜
、
米
に
ま
で
被
害
が

出
て
い
ま
す
。
旧
町
で
は
そ
れ
ぞ

れ
に
対
策
を
講
じ
て
い
ま
し
た
。

銃
砲
に
よ
る
駆
除
（
有
害
鳥
獣
駆

除
対
策
協
議
会
）
や
ワ
ナ
に
よ
る

捕
獲
な
ど
で
全
体
の
頭
数
は
横
ば

い
と
み
ら
れ
る
も
の
の
、
ま
だ
ま

だ
被
害
は
多
い
状
況
で
す
。
対
策

と
し
て
は
個
人
に
よ
る
ワ
ナ
や
檻

に
よ
る
捕
獲
が
主
で
す
が
、
防
護

柵
を
設
置
し
て
農
作
物
を
保
護
す

る
方
法
も
あ
り
ま
す
。
大
崎
上
島

町
で
も
こ
れ
を
支
援
し
て
い
く
方

針
を
定
め
ま
し
た
。
ま
た
、
タ
ヌ

キ
に
よ
る
被
害
が
出
始
め
て
い
る

こ
と
か
ら
、
併
せ
て
有
害
鳥
獣
駆

除
の
対
象
と
し
て
加
え
ま
し
た
。

有
害
鳥
獣
捕
獲
報
奨
金

町
内
在
住
の
狩
猟
免
許
取
得
者

で
事
前
に
町
の
捕
獲
許
可
を
受
け

て
い
る
人
を
対
象
と
し
ま
す
。

イ
ノ
シ
シ

円

タ
ヌ
キ

円

有
害
鳥
獣
対
策
補
助
金

檻
購
入
…
購
入
費
の

分
の

以
内（
限
度
額

円
）

わ
な
購
入
…
購
入
費
の

分
の

以
内

（

と
も
狩
猟
免
許
取
得
者

に
限
り
ま
す
。）

防
護
柵
購
入
…

ア
ー
ル
以
上

の
生
産
販
売
農
家
を
対
象
と
し

資
材
費
の

分
の

以
内
、
金

属
製
で
な
い
網
・
有
刺
鉄
線
は

原
則
と
し
て
対
象
外
。
な
お
、

共
同
設
置
を
す
る
場
合
は
、
事

前
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
み
期
限

平
成

年

月
末

問
合
せ
・
申
込
み
先

本
庁
・
各

支
所
の
農
林
水
産
課

平
成

年
度
に
捕
獲
し
た
イ
ノ

シ
シ
は
、

頭
で
す
。

大大
崎
上
島
町
の
有有
害
鳥
獣獣
対
策

島の美しい景観と
環境を損ねる

不法投棄の防止を

緑の美しい山道を行くと、
あちこちに不法投棄がみられ
ます。これらの中にはごみス
テーションに出せるものもか
なりあります。不法投棄され
た廃棄物から出る有害物質が
土壌や水質などを汚染するこ
ともあります。
不法投棄は犯罪として罰則
規定があります。（廃棄物
処理法）
たばこの吸い殻、飴やガム

の包み紙、空き缶などを道端
などに投げ捨てることも該当
することがあり、海に生ごみ
を投げ捨てること、ごみス
テーションに町が回収しない
ものを放置することも、不法
投棄になります。
問合せ先 福祉保健課

産業廃棄物不法投棄
番 ・

島の美しい景観と
環境を損ねる

不法投棄の防止を

そ
ろ
そ
ろ
犬
を
飼
い
た
い
な
あ

と
思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
、

月

日
、
役
場
で
不
用
犬
と
し
て
連

れ
て
来
ら
れ
た
犬
た
ち
と
会
い
ま

し
た
。
た
く
さ
ん
の
な
か
か
ら
、

ひ
ょ
い
と
つ
ま
み
あ
げ
た
の
が
、

こ
の
子
、
む
さ
し
で
し
た
。

ま
だ
目
も
開
い
て
い
る
の
か
い

な
い
の
か
わ
か
ら
な
い
く
ら
い
、

や
っ
と
ミ
ル
ク
が
ひ
と
り
で
飲
め

る
か
な
と
い
う
様
子
で
し
た
。

日
間
は
、

時
間
お
き
に
ミ
ル
ク

温
め
て
を
飲
ま
せ
ま
し
た
。
そ
し

て
抱
っ
こ
。
あ
あ
、
あ
っ
た
か
い
。

命
の
ぬ
く
も
り
で
す
ね
。
お
し
っ

こ
が
出
る
と
き
ゅ
ん
き
ゅ
ん
鳴
く

の
で
、
濡
れ
た
敷
物
を
替
え
ま
す
。

人
間
の
赤
ち
ゃ
ん
と
一
緒
。

あ
ん
た
の
名
前
は
、
要
田
む

さ
し
。
家
族
は
お
と
う
さ
ん
と
お

か
あ
さ
ん
と
お
兄
ち
ゃ
ん
。
一
生
、

こ
こ
で
暮
ら
そ
う
ね

目
を
見
な

が
ら
何
度
も
そ
う
言
い
聞
か
せ
ま

し
た
。

い
ま
は
し
つ
け
の
真
っ
最
中
。

待
て
、
お
い
で
、
お
す
わ
り
。
が

ま
ん
す
る
こ
と
も
教
え
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
む
さ
し
の
が
ま
ん

は
、
実
は
私
に
と
っ
て
も
が
ま
ん
。

鳴
い
て
欲
し
が
る
の
を
や
ら
な
い

で
い
る
の
は
つ
ら
い
も
の
で
す
。

で
も
、
繰
り
返
す
う
ち
に
だ
ん
だ

ん
理
解
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

む
さ
し
は
し
ゃ
べ
り
ま
せ
ん
が
、

目
で
訴
え
て
く
る
の
で
す
。

家
の
中
で
は
も
ち
ろ
ん
、
む
さ

し
を
話
題
に
、
外
に
出
て
い
る
子

ど
も
た
ち
と
メ
ー
ル
の
や
り
と
り

が
始
ま
り
、
な
ん
だ
か
私
ど
も
家

族
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

密
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

犬
を
飼
っ
て
い
る
ご
近
所
の
方

に
情
報
を
い
ろ
い
ろ
い
た
だ
く
の

も
頼
り
に
な
る
し
、
外
に
出
れ
ば

む
さ
し
を
見
て
声
を
か
け
て
く
だ

さ
る
方
が
あ
り
、
思
い
が
け
な
い

人
の
縁
に
会
え
る
こ
と
も
喜
び
で

す
。

お父さんがインターネッ
トで犬の育て方の本を探
し、長男が生いたちを記
録してくれています。

世
話
を
す
る
の
は
大
変
で
す
が
、
面
倒
じ
ゃ
な
い
こ
と
を
、
こ
の
子
が
教

え
て
く
れ
ま
す
。

要
田
か
な
め
だ

文
代
さ
ん

（
中
野
・
大
西
区
）

犬やねこを捨てないで

捨てられた犬やねこは、野
良犬や野良ねこになり、人に
迷惑をかけます。
飼えなくなったときは、動

物愛護センターか役場に相談
してください。
また、飼い犬の放し飼いや、

野良犬にえさを与えたり、生
ゴミや飼い犬のえさを放置す
ることは、野良犬を集める原
因を作ることになります。
問合せ先
福祉保健課 ─

犬やねこを捨てないで



そ
径
ヘ
ル
ニ
ア
と
は

ヘ
ル
ニ
ア
と
は
、
脱
出
と
い
う
意
味
で
す
。
外
科
領
域
で
は
、
腸
な
ど
の

腹
腔
内
容
が
腹
膜
を
か
ぶ
っ
て
筋
肉
の
隙
間
か
ら
脱
出
し
て
き
た
状
態
を
い

い
ま
す
。

そ
径
ヘ
ル
ニ
ア
は
、
足
の
付
け
根
の
あ
た
り
（
そ
径
部
）
に
あ
る
そ
径
管

内
に
で
て
く
る
も
の
で
、
最
も
頻
度
の
高
い
ヘ
ル
ニ
ア
の
ひ
と
つ
で
す
。

症

状
そ
径
部
付
近
の
膨
隆
と
し
て
自
覚
さ
れ
、
と
き
に
痛
み
を
と
も
な
う
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

無
症
状
で
あ
る
こ
と
も
多
く
、
そ
の
ま
ま
放
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。

長
期
間
な
に
ご
と
も
な
く
経
過
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
が
、
次
第
に
増
大

し
、
男
性
で
は
陰
の
う
に
ま
で
下
降
し
て
く
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

出
て
き
た
も
の
が
自
然
に
あ
る
い
は
用
手
的
に
戻
せ
る
う
ち
は
い
い
の
で

す
が
、
戻
ら
な
く
る
こ
と
が
あ
り
、
こ
の
状
態
を
ヘ
ル
ニ
ア
か
ん
頓
と
い
い

ま
す
。

か
ん
頓
を
お
こ
す
と
、
便
が
出
な
く
な
っ
た
り
（
腸
閉
塞
）、
さ
ら
に
悪

化
す
れ
ば
腸
の
血
行
障
害
か
ら
腸
管
壊
死
に
陥
り
、
生
命
に
関
わ
る
場
合
も

あ
り
ま
す
。

治

療
治
療
法
は
、
手
術
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
手
術
は
昔
か
ら
様
々
な
方
法
で
行

わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
確
実
性
は
低
く
、
か
な
り
の
頻
度
で
再
発
す
る
と
さ

れ
て
き
ま
し
た
。

最
近
で
は
、
人
工
繊
維
の
線
と
膜
を
用
い
て
、
ヘ
ル
ニ
ア
の
出
口
を
塞
ぎ
、

弱
っ
た
筋
組
織
を
補
強
す
る
方
法
（
メ
ッ
シ
ュ
・
プ
ラ
グ
法
）
が
さ
か
ん
に

行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
良
好
な
成
績
が
得
ら
れ
て
い
ま
す
。
当
院
で
も
こ

の
方
法
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

手
術
は
、
下
半
身
だ
け
が
麻
痺
す
る
腰
椎
麻
酔
で
行
い
、
時
間
は

分
程

度
で
終
わ
り
ま
す
。
術
後
は
、

日
程
度
で
終
わ
り
ま
す
。

そ
径
部
付
近
に
膨
隆
、
痛
み
等
の
症
状
が
あ
る
と
き
は
、
お
早
め
に
当
院

外
科
外
来
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

福祉保健課
大崎上島町東野 ヘルシー 愛 ランド

県立安芸津病院 （ ）

外科 坂本 憲昭 先生 鼠径（そけい）ヘルニア

県
で
は
、
広
島
県
飲
用
井
戸
等

衛
生
対
策
推
進
要
領

を
定
め
て
、

市
町
村
と
協
力
し
な
が
ら
飲
料
水

の
衛
生
確
保
に
努
め
て
い
ま
す
。

施
設
は
清
潔
に

水
源
や
そ
の
周
辺
を
清
潔
に
し

て
、
汚
水
な
ど
が
入
ら
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。
特
に
、
動
物
の

排
せ
つ
物
な
ど
に
注
意
。

水
質
検
査
で
安
全
確
認
を

毎
日
、
色
や
濁
り
、
臭
い
、
味

に
異
常
が
な
い
か
確
認
を
。

年

に

度
は
水
道
法
に
定
め
ら
れ
た

項
目
に
準
じ
て
検
査
を
し
ま
し
ょ

う
。
毎
日
の
検
査
で
異
常
を
認
め

た
と
き
に
は
、
水
質
検
査
を
。
井

戸
を
新
設
し
た
場
合
に
は
、
使
用

す
る
前
に
水
道
法
に
定
め
ら
れ
た

項
目
に
つ
い
て
水
質
検
査
を
実
施

し
て
基
準
に
適
合
し
て
い
る
こ
と

を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

汚
染
や
事
故
が
起
こ
っ
た
と
き

飲
ん
で
い
る
水
が
、
人
の
健
康

を
害
す
る
恐
れ
が
あ
る
こ
と
を

知
っ
た
と
き
は
、
直
ち
に
使
用

を
や
め
て
、
水
を
飲
ま
な
い
よ

う
に
利
用
者
に
知
ら
せ
て
く
だ

さ
い
。

保
健
所
や
町
役
場
に
連
絡
を
。

原
因
を
調
査
し
、
原
因
を
取
り

除
い
た
後
は
、
水
質
検
査
を
実

施
し
て
安
全
を
確
認
し
て
か
ら

使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

衛
生
管
理
水
質
検
査
の
問
合
せ
先

井
戸
水
な
ど
飲
料
水
に
つ
い
て
の

衛
生
管
理
は
、
東
広
島
地
域
保
健

所
生
活
衛
生
課

、
町
福
祉
保
健
課

水
質
検
査
は
厚

生
労
働
大
臣
の
指
定
す
る
検
査
機

関
で
。

エ
ヌ
・
イ
ー

サ
ポ
ー

ト
、
中
外
テ
ク
ノ
ス

、

広
島
県

環
境
保
健
協
会

、

日
本
総
合
科

学
、
東
和
科
学

、
富
士
企
業

、

ア
サ
ヒ
テ
ク
ノ
リ
サ
ー
チ

日
時

月

日

時

分

時

分

場
所

広
島
県
東
広
島
地
域
事
務

所
竹
原
分
庁
舎

井
戸
水
な
ど
を
飲
ん
で
い
る
皆
さ
ん
へ

井
戸
水
な
ど
を
飲
ん
で
い
る
皆
さ
ん
へ

問
合
せ
・
予
約
先

東
広
島
地
域
保
健
所
保
健
課
保

健
対
策
係

内
線

精
神
保
健
福
祉
相
談
予
約
が
必
要
で
す

精
神
保
健
福
祉
相
談
予
約
が
必
要
で
す



Healthy Island

保健師・栄養師 直通電話

夏は、紫外線が強かったり、暑さから汗をかいて
代謝が活発になることにより、老化や生活習慣病の
要因になるといわれる活性酵素の体内生成量が多く
なる季節です。この時期、活性酸素を消去する働き
をもつ抗酸化栄養素であるビタミン （カロテン）、
、 をしっかり含んだ旬のかぼちゃを大いに食べ

て、元気を養いましょう。

かぼちゃ
豚肉（ 枚）
塩
こしょう 少々
小麦粉 小さじ
ニラ
えのきだけ
油 小さじ
酒 小さじ

かぼちゃは くらいの厚さのくし形に 等分
に切る。竹串を刺して、スッと通るくらいにや
わらかくゆでる、又は電子レンジ（ ）で
約 分くらいかける。
ニラは くらいの長さに切り、 等分する。
えのきだけは石づきを切り落とし、 等分する。
豚肉を広げ、塩、こしょうをし、小麦粉を薄くふる
の豚肉に の野菜を各 量のせて巻く。

フライパンを熱し油を入れ、巻終わりを下にして並
べ上下を返しながら全体に焼き色をつける。酒をふ
り入れ、ふたをして 分くらい焼く。中まで火
が通ったら の調味料を加えて全体にからめる。
の肉巻を食べやすいように切り分けて、器に
盛り残ったたれをかける。

かぼちゃの豚肉巻 エネルギー 、たんぱく質 、塩分 （ 人分）
材料と分量 （ 人分）材料と分量 作り方作り方

旬のかぼちゃでビタミン補給旬のかぼちゃでビタミン補給

水を上手にとろう

人間の体の約 ％は水分ですが、汗、尿、呼吸な
どとともに 日約 リットルもの水分が自然と失
われています。失われた分は補給が必要です。そう
しないと、体内の水分が不足し、脱水をおこしてし
まいます。
脱水の症状としては、口、のどの渇き、頭痛、吐

き気、めまい、動悸、発熱、尿が減る、皮膚の乾燥
などがあります。また、血液の水分が少なくなるこ
とで血液がどろどろの状態になり、血管がつまって
しまう脳梗塞・心筋梗塞なども起こしやすくなった
りします。

では、脱水の予防のためにはどうしたらよいので
しょうか。それは 水分を充分にきちんととる こ
とです。水分の取り方は、 日に リットル、
ガブ飲みは避けてコップ 杯ずつを、のどが渇いて
いなくてもたびたび、ゆっくりと飲みましょう。
一気にたくさん飲むと胃液が薄まり、食欲がなく
なりますので、ご注意を。また、運動の最中や運動
後の水分補給を忘れないように、スポーツドリンク
等も上手に利用しましょう。
なお、心臓、腎臓などの病気のある方は、水分補
給について、主治医とご相談ください。

しょうゆ 小さじ
みりん 小さじ
しょうが汁 小さじ
トウバンジャン 小さじ

士養
栄理管はち

に
ん
こ

す
で

こ
ん
に
ち
は

保
健
師
で
す

今回のメニューはニラからもビタミン （カロテ
ン）、 がとれるだけではなく、ニラのアリシンと
いう成分が、豚肉のビタミン と結合し、アリチ
アミンという成分になり、吸収率がアップします。
又、たれのトウバンジャンやしょうがには食欲をそ
そる効果があります。かぼちゃの甘さが苦手という
人にもおすすめの一品です。



ピ
ン
ク
パ
ン
サ
ー
は
、

代
の
幅
広
い
バ
レ
ー

愛
好
家
で
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

月

日

、
広
島
市
で
開
催
さ
れ
た
第

回
広
島
県
ソ
フ

ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
ス
ポ
レ
ク
の
部
（

代

代
男

女
）
で
優
勝
し
ま
し
た
。
豊
田
郡
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
連
盟
に
登
録
し
県
内
各
地
で
開
催
さ
れ
る
交
流
大
会

へ
も
参
加
し
て
い
ま
す
。
大
会
は
、
年
齢
別
に
細
か
く

部
を
設
け
る
な
ど
、
無
理
な
く
安
全
に
競
技
が
で
き
る

よ
う
配
慮
さ
れ
て
、
歳
を
重
ね
て
も
楽
し
め
る
の
が
魅

力
で
す
。
中
国
新
聞
の
ジ
ョ
イ
ス
ポ
欄
に
時
々
名
前
が

の
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
毎
週
木
曜
日
夜

時
半
か

ら
中
野
小
体
育
館
で
い
い
汗
を
か
い
て
い
ま
す
。
関
心

の
あ
る
方
は
、
石
本
文
章
（
大
崎
公
民
館
）
ま
で
。

月

日

、
木
江
・
野
賀
で
弓
張
岩
ま
つ
り

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
弓
張
岩
伝
説
に
ち
な
み
、
海

の
安
全
と
繁
栄
を
祈
願
す
る
も
の
で
、
木
江
観
光

協
会
が
始
め
て
今
年
で

回
目
を
迎
え
ま
し
た
。

神
事
の
の
ち
、
折
し
も
風
の
吹
き
す
さ
ぶ
中
、
参

列
者
が
次
々
と
海
に
向
か
っ
て
矢
を
放
ち
ま
し
た
。

弓
張
岩
伝
説
…
西
暦

年
こ
ろ
、
木
江
周

辺
の
海
域
で
は
海
賊
が
民
家
や
船
を
た
び
た
び

襲
っ
て
い
た
が
、
弓
の
名
手
小
早
川
冬
平
（
沖
浦

葛
城
主
）
が
こ
れ
を
撃
退
し
た
。
こ
の
と
き
、
弓

の
弦
を
こ
の
岩
に
固
定
し
、
次
々
と
船
を
め
が
け

て
矢
を
放
っ
た
と
い
う
故
事
に
よ
る
も
の
で
す
。

例
年
は
、

月
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

月

日

、
木
江
・
野
賀
海
水
浴
場
で
木
江
小

年
生

人
（
担
任
大
政
勇
司
さ
ん
）
が
製
作
し
た
い
か

だ

台
の
進
水
式
を
行
い
ま
し
た
。
み
ん
な
で
力
を

合
わ
せ
て
形
に
残
る
も
の
を
作
り
た
い

と

学
期
の

総
合
的
な
学
習
と
し
て
取
り
組
ま
れ
た
も
の
で
す
。

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や
廃
材
集
め
に
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
の

協
力
も
。
捨
て
ら
れ
る
は
ず
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
で
こ

ん
な
に
よ
く
浮
く
い
か
だ
が
で
き
る
な
ん
て
驚
き
で

す

ド
リ
ル
や
サ
ン
ダ

な
ど
、
今
ま
で
使
っ
た
こ

と
の
な
い
道
具
を
使
っ
て
こ
わ
い
事
も
あ
っ
た
け
ど
、

海
に
浮
い
た
い
か
だ
を
見
た
ら
、
大
変
だ
っ
た
こ
と
も

忘
れ
て
し
ま
い
ま
し
た

と
子
ど
も
た
ち
。

学
期
に
は
、
集
め
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
ど
う
す
る

か
を
テ
ー
マ
に
学
習
し
て
い
き
ま
す
。

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
い
か
だ
、
進
水
式

木
江
、
弓
張
岩
ま
つ
り

広
島
県
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
で
優
勝

台につき リットルのペットボトルが 本台につき リットルのペットボトルが 本

月

日

、
大
崎
中
学
校
音
楽
祭
を
行
い
ま
し

た
。
今
回
初
め
て
会
場
を
大
崎
上
島
町
文
化
セ
ン

タ
ー
の
ホ
ー
ル
に
移
し
、
た
く
さ
ん
の
か
た
が
た
に

見
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
回
の
音
楽
祭
の
特
徴
は
、
生
徒
の
作
詞
に
よ
る

オ
リ
ジ
ナ
ル
曲

（
え
ん
の
う
た

円え
ん

光こ
う

歩
あ
ゆ
む

作
詞
、
岩
崎
文
香
作
曲
）が
登
場
し
た
こ
と

で
す
。
こ
の
曲
へ
の
思
い
を
心
を
込
め
て
歌
っ
た

年
生
が
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
ホ
ー
ル
神
峰

は
声
が
よ
く
響
き
、
と
て
も
気
持
ち
よ
く
歌
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。
来
年
も
ま
た
文
化
セ
ン
タ
ー
を
利
用

し
て
音
楽
祭
を
続
け
ら
れ
る
よ
う
望
ん
で
い
ま
す
。

（
お
便
り
は
、
大
崎
中
学
校
教
員

中
谷
泰
枝
さ
ん
）

ホ
ー
ル
神
峰
で
大
崎
中
音
楽
祭



《 》

《日本語》
まあ、素晴らしかった 年の後に時が優しい別れを

告げにやってきたようです。両手を広げて私を歓迎し
てくれ、そして私に不思議な日本や大崎上島を理解さ
せてくれたことに無限に心を込めて た く さ ん、
ありがとう
私の心に特別な場所を占めるたくさんの素晴らしい

人たちに私は会えました。あなた方の文化を親切に快
く紹介してくれたこと、たとえどんなに難しいことで
も私にわかりやすく話してくれました。
コミニケーションは重要です、 ハロ というよ

うな単純な言葉は多くの障害を超え美しい友情の始ま
りを育てます。私はいつもこの美しい島の楽園を心に
抱き続けるでしょう、また、それは輝き続けるでしょ
う。私が去るとき、すこし涙が湧くことでしょう。こ
の島が決して消えることなくいつも私の心の中にある
と思います。
皆さんに再びいつか会えることを願って、しばらく

はさようなら メリッサ・コールズ

島
に
暮
ら
し
て
健
康
な
歯
で
親
子
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た

岡
田
貴
美
さ
ん
と
二
女
理
奈
さ
ん
（
木
江
地
区
）
親
子
が
竹
原
豊
田
地
区
歯
科
衛
生
連
絡

協
議
会
よ
り
、
平
成

年
度
は
つ
ら
つ
家
族
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
こ
の
賞
は

歳
児

歯
科
健
康
審
査
を
受
診
し
た
幼
児
と
そ
の
保
護
者
を
対
象

と
し
た
も
の
で
す
。岡
田
さ
ん
は
、現
在

歳
の
長
女
奈
々

子
さ
ん
が

歳
の
と
き
に
も
同
賞
の
最
優
秀
賞
を
受
賞
し

て
い
ま
す
。
そ
の
秘
訣
を
伺
っ
て
み
ま
し
た
。
子
ど
も

た
ち
は
甘
い
も
の
が
大
好
き
な
ん
で
す
。
虫
歯
予
防
で
心

が
け
て
い
る
こ
と
は
、

日
歯
磨
き
を
欠
か
さ
な
い

こ
と
。
特
に
夜
は
念
入
り
に
。
歯
間
ブ
ラ
シ
も
使
い
ま
す
。

そ
の
後
は
お
茶
以
外
口
に
し
な
い
こ
と
を
決
ま
り
に
し
て

い
ま
す
。
体
質
と
し
て
歯
が
丈
夫
と
い
う
こ
と
も
あ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
好
き
嫌
い
が
な
い
こ
と
や
牛
乳
や

ヨ
ー
グ
ル
ト
を
積
極
的
に
と
る
な
ど
気
を
つ
け
て
い
ま
す
。

幼
稚
園
で
の
歯
科
衛
生
へ
の
取
り
組
み
の
お
か
げ
も
大
き

い
と
思
い
ま
す
。
い
り
こ
給
食
も
気
に
入
っ
て
い
ま
す

台台ににつつきき リリッットトルルののペペッットトボボトトルルがが 本本



い
ろ
い
ろ
お
知
ら
せ
の
ペ
ー
ジ

大
崎
上
島
町
役
場

電
話
（

）

が
、
障
害
者
の
社
会
参
加
を
支
援
し
よ
う
と
、

月

日

か
ら
携
帯
電
話
料
金
等
の
割
引
を
実
施
し
ま
す
。

対
象

身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
を

お
持
ち
の
方
（
障
害
の
種
類
・
程
度
を
問
わ
な
い
。

人

回
線
に
限
る
）

割
引
に
は
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

申
し
込
み
受
付

月

日
か
ら
、
す
べ
て
の

支
店
・
ド
コ
モ

シ
ョ
ッ
プ
で
。
問
合
せ
先

支
店
・
ド
コ
モ
シ
ョ
ッ
プ
、
福
祉
保

健
課 基

礎
年
金
番
号
は
、
国
民
年
金
・
厚
生
年
金
保
険
・
共
済
組
合
の
す
べ

て
の
制
度
に
共
通
し
て
使
用
さ
れ
る
も
の
で
す
。
こ
の
基
礎
年
金
番
号
に
よ
っ

て
、
年
金
制
度
の
加
入
や
脱
退
の
記
録
が
わ
か
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
基
礎
年
金
番
号
は
、
年
金
受
給
者
に
な
っ
て
か
ら
も
引
き
続
き

使
用
さ
れ
る
も
の
で
、
年
金
証
書
に
も
基
礎
年
金
番
号
が
記
載
さ
れ
ま
す
。

基
礎
年
金
番
号
が
記
載
さ
れ
た
年
金
手
帳
は
、
転
勤
、
退
職
、
氏
名
の

変
更
及
び
住
所
の
変
更
な
ど
届
出
を
す
る
時
に
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
の
で
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

基
礎
年
金
番
号
は
一
生
を
通
じ
て
変
わ
り
ま
せ
ん

障
害
の
あ
る
人
々
の
社
会
参
加
を
促
進
し
、
障
害
の
あ
る
人
々
に
対
す

る
理
解
を
深
め
る
た
め
、
広
島
県
ふ
れ
あ
い
ラ
ン
ド
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

テ
ー
マ

み
ん
な
の
理
解
で
ふ
れ
あ
う
喜
び

内
容

障
害
の
あ
る
人
々

に
対
す
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
紹
介
、
手
工
芸
品
の
展
示
・
即
売
、
障
害
の

あ
る
人
々
の
暮
ら
し
の
相
談
等
。

と
き

月

日

月

日

と
こ
ろ

呉
そ
ご
う
デ
パ
ー
ト

問
合
せ
先

広
島
県
知
的
障
害
者
福
祉

室

内
線

障
害
者
の
方
へ

ド
コ
モ
携
帯
電
話
使
用
料
の
割
引

障
害
者
ふ
れ
あ
い
ラ
ン
ド
、
呉
そ
ご
う
で

不当請求 と呼ばれる、身に覚えのない代金等の支払いを請求して
くる業者が横行しています。
その方法は ハガキ メール 電報 電話 等さまざまですが、

内容には次に挙げるような特徴があります。

債権を請求するもの と 至急連絡するように というものがあ
る。
債権回収グループ とか、 債権管理組合 等を名乗る。
アダルトサイトの利用料 や クレジット等の債権 （自己破産

の）官報掲載料 等の回収を名目にしている。
支払わないと調査費用、手数料等も加算して請求する 自宅や

勤務先に訪問する 然るべき処置を取る などと脅迫めいた文句が書かれている。

このような、不当な請求に対しては、無視することが一番です。
決してお金を支払わないこと。
支払ってしまうと、取り戻すことは困難です。それどころか 請求に応じる相手 としてリストに載

せられ、新たな被害のターゲットにされかねません。
請求者に電話をかけないこと。
電話番号や個人情報（住所、勤務先など）を教えてしまう元になります。

さらに脅迫的な請求をされた場合は、警察にも相談するとよいでしょう。

広島県ホームページ
消費生活に関する相談事例や解決策、消費生活上の豆知識などをわかりやすく説明しています。

問合せ先
広島県生活センター （環境生活部管理総室消費生活室）

広島市中区基町 県庁農林庁舎 階
消費啓発グループ

不不不不不不不不不不不当当当当当当当当当当当請請請請請請請請請請請求求求求求求求求求求求 のののののののののののあああああああああああののののののののののの手手手手手手手手手手手こここここここここここののののののののののの手手手手手手手手手手手不当請求 のあの手この手



月 日 月 日

月 日 曜 行事・場所・時間

金
子ども料理教室（明石会館）
子ども料理教室（東原下集会所）

土

日 当番医 伊藤医院

月
健康相談（片浜集会所）
健康相談（大西集会所）

火 子ども料理教室（向山集会所）

水

木 子ども料理教室（大西集会所）

金 育児相談（きらきらランドで開催）木江保健福祉センター 受付

土

日
当番医 沖本クリニック

絵本のよみかたり（ひまわり会）プラザ・エル

月
育児相談（きらきらランドで開催）大崎上島開発センター 受付
健康相談（木江会館）

火 上島コスモス（東野保健福祉センター）

水

木 当番医 越智医院

金 当番医 田村医院

土 当番医 岡本医院

日 当番医 寺元医院

月

火
健康相談（山尻集会所）
健康相談（向山集会所）

水 断酒会 東野保健福祉センター （受付）

木 健康相談（長島集会所）

金

土

日 当番医 円山医院

月

火 食生活改善推進協議会中央研修（大崎産業会館）

水
育児相談（きらきらランドで開催）東野保健福祉センター 受付
子ども料理教室（東野保健福祉センター）

木 子ども料理教室（東野保健福祉センター）

金 子ども料理教室（東野保健福祉センター）

土

日 当番医 ときや内科

月

火 フッ素塗布（木江保健福祉センター）

水 乳幼児相談（大崎上島開発センター）

木 乳幼児相談（東野保健福祉センター）

金 フッ素塗布（東野保健福祉センター）

土

月 日 曜 行事・場所・時間

当番医

当番医

当番医

当番医

当番医

当番医

当番医

当番医

不不不不不不不不不不不当当当当当当当当当当当請請請請請請請請請請請求求求求求求求求求求求 のののののののののののあああああああああああののののののののののの手手手手手手手手手手手こここここここここここののののののののののの手手手手手手手手手手手

広島県職員採用試験
短大卒業程度 栄養士
高校卒業程度 行政 一般事務 教
育事務 警察事務、土木
第 次試験日 月 日
試験地 広島市、福山市、三次市
受付締め切り 月 日
申込み・問合せ先
広島県人事委員会事務局公務員室

（直通）

自衛官採用試験
歳以上 歳未満
等陸・海・空士（女子）

第 次試験日 月 ・ 日
曹候補生
第 次試験日 月 日
歳以上 歳未満 一般曹候補学生

第 次試験日 月 日
高卒（見込み） 歳未満 航空学生
第 次試験日 月 日
受付期間 月 日 月 日
試験地 尾道市
問合せ先
自衛隊広島地方連絡部尾道出張所

広島県職員採用試験

自衛官採用試験

実
施
期
間

月

日

日

予
防
接
種
名

麻
し
ん
（
は
し
か
）

対
象
年
齢

ヶ
月（
す
で
に
麻
し

ん
に
か
か
っ
た
人
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
）

接
種
場
所

町
内
の
医
療
機
関

要
予
約

麻
し
ん
の
予
防
接
種
券
は
、月
齢
が

ヶ
月
を
越
え
る
と
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

ヶ
月
を
超
え
て
、
未
接
種
の
人
は

早
め
に
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

保
健
師

海
と
島
の
歴
史
資
料
館

大
望
月
邸

ギ
ャ
ラ
リ
ー

月

日

ま
で
延
長
し
ま
し
た
。

東
野
陶
芸
教
室
の
皆
さ
ん
の
作
品

を
展
示
し
て
い
ま
す
。

東と
う

炎え
ん

窯
展

月
の
予
防
接
種



発
行
日

（

）年

月

日

発
行
編
集

大
崎
上
島
町
政
策
企
画
課

広
島
県
豊
田
郡
大
崎
上
島
町
東
野

番
地

編
集
後
記

た
っ
ぷ
り
と
雨
を
享う

け
て
、
今

年
の
梅
雨
が
明
け
ま
し
た
。
い
よ

い
よ
夏
本
番
で
す
。

回
目
の
原

爆
忌
に
は
深
く
頭
を
垂
れ
て

町

の
花
パ
ン
ジ
ー
は
、
フ
ラ
ン
ス
語

の
パ
ン
セ（
思
慮
深
い
）と
か
。
花

言
葉
は
物
思
い
、
純
愛
な
ど

今

月
の
テ
ー
マ
は

願
い
ひ
と
つ
、

か
た
ち
い
ろ
い
ろ
。
一
つ
の
願

い
に
向
け
て
注
が
れ
る
眼
差
し
や

方
法
の
多
様
さ
を
思
い
ま
す

月

日
、
公
開
録
音
の
行
わ
れ
た

ラ
ジ
オ
深
夜
便
の
ア
ン
カ
ー
遠
藤

ふ
き
子
さ
ん
、
峯
尾
武
男
さ
ん
に
、

楽
屋
で
心
に
ふ
れ
る
お
話
を
伺
い

ま
し
た
。
こ
の
内
容
は
次
号
で
。

人身事故
物損事故合計件数

発生件数 死 者 傷 者

大崎上島町 【 】 【 】 【 】 【 】 【 】

木江署管内 【 】 【 】 【 】 【 】 【 】

人身事故
物損事故合計件数

発生件数 死 者 傷 者

大崎上島町 【 】 【 】 【 】 【 】 【 】

木江署管内 【 】 【 】 【 】 【 】 【 】

木江警察署管内交通事故発生状況
死亡事故 日数 日 ─木江署管内─ （平成 ）年 月末現在

【 】は （平成 ）年 月末の数字です

川本
かわもと

碧桜
みおう

ちゃん（ 歳）
中野・向山区

底押
そこおし

夏希
なつき

ちゃん（ 歳）
東野・白水区

大成
おおなり

勝宗
まさむね

ちゃん（ 歳）
大串・大串区

月生まれのわんぱくちゃん月生まれのわんぱくちゃん

月
に

歳
、
歳
の
お
誕
生

日
を
迎
え
る
子
ど
も
さ
ん
で
す
。

赤
い
囲
み
は
女
の
子
、青
い
囲
み

は
男
の
子
で
す
。（
上
段
左
か
ら
生

年
月
日
順
に
掲
載
し
て
い
ま
す
）

お
誕
生
日
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

平平成成

広報 大崎上島 は、ホームページでご覧になれます。

吉岡
よしおか

美紅
み く

ちゃん（ 歳）
中野・向山区

秋山
あきやま

美咲
みさき

ちゃん（ 歳）
木江・天五区

山本
やまもと

天喜
てんき

ちゃん（ 歳）
中野・向山区

岡本
おかもと

大輝
ひろき

ちゃん（ 歳）
中野・片浜区

伊藤
いとう

渚
なぎさ

ちゃん（ 歳）
中野・向山区

村山
むらやま

季陽
きはる

ちゃん（ 歳）
東野・盛谷区

礒部
いそべ

梨里子
り り こ

ちゃん（ 歳）
東野・鮴崎

めばるざき

区


